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山本芳翠（１８５０～１９０６） 
「山本芳翠の世界展図録」朝日新聞名古屋
本社発行（１９９３）から転写

　

郷
土
に
伝
わ
っ
て
い
た
芳
翠
像
は
、
生

家
に
残
る
「
灯
を
持
つ
乙
女
」（
写
真
）
を

描
い
た
画
家
、
フ
ラ
ン
ス
へ
密
航
し
日
本

人
で
最
初
に
油
絵
を
描
い
た
、
酒
好
き

だ
っ
た
、
な
ど
で
し
た
が
、
岐
阜
県
美
術

館
の
開
館
【
昭
和　

（
１
９
８
２
）
年
】

５７

に
よ
っ
て
偉
大
な
画
家
と
し
て
改
め
て
姿

を
現
し
ま
し
た
。

【
画
家
を
志
す
】

　

現
在
の
明
智
町
野
志
で
農
家
の
長
男
と

し
て
生
ま
れ
た
為
之
助
（
後
に
芳
翠
）
は

葛
飾
北
斎
の
「
北
斎
漫
画
」
に
感
銘
を
受

け
、
慶
応
元
（
１
８
６
５
）
年
、　

才
で

１５

画
家
を
志
し
、
京
都
へ
出
て 
南 
画
を
習
っ

①

て
い
ま
し
た
。

　

明
治
元
（
１
８
６
８
）
年
、
横
浜
で
見

た
西
洋
画
か
ら
受
け
た
鮮
烈
な
印
象
に
よ

り
、
す
ぐ
に
西
洋
画
へ
の
転
向
を
決
め
、

洋
風
画 
家  
五  
姓  
田  
芳 

② 

ご 

せ 

だ 
ほ
う 

柳 
に
入
門
、「
芳
翠
」

り
ゅ
う

の
号
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

明
治
９
（
１
８
７
６
）
年
に
は
、 
山 
県

③

有
朋
の
北
海
道
視
察
に
同
行
す
る
有
力
な

洋
画
家
の
一
人
と
な
っ
て
お
り
、
新
設
さ

れ
た
工
部
美
術
学
校
に
入
学
し
た
翌
明
治

　

年
に
は
、
第
１
回
勧
業
博
覧
会
に
出
品

１０し
た
「 
勾
当 

こ
う
と
う
の 

内  
侍  
月
詠  
図 
」
で
花
紋
章
を

な
い 
し 
げ
つ
え
い 
ず

受
賞
し
て
い
ま
す
。

【
近
代
日
本
洋
画
の
発
展
を
】

　

明
治　

（
１
８
７
８
）
年
、
パ
リ
で
開

１１

か
れ
た
万
国
博
覧
会
に
、
松
方
正
義
総
裁

の
事
務
局
雇
い
と
し
て
随
行
し
た
芳
翠

は
、
閉
会
後
も
パ
リ
に
残
り
、
パ
リ
美
術

学
校
の
教
授 
ジ 
ャ
ン
・
レ
オ
ン
・
ジ
ェ
ロ
ー

④

ム
に
師
事
し
ま
し
た
。

　

芳
翠
が
最
初
に
模
写
し
た
「
天
女
」
は
、

三
日
月
を
弓
に
し
て
天
空
を
め
が
け
矢
を

放
と
う
と
す
る
図
で
、
絵
画
芸
術
と
い
う

無
限
の
世
界
に
向
か
っ
て
一
直
線
に
進
む

と
い
う
決
意
を
表
し
て
い
ま
す
。
こ
の
模

写
作
品
は
、
渡
仏
に
あ
た
っ
て
世
話
に

な
っ
た 
岸 
田
吟
香
に
送
っ
て
い
ま
す
。

⑤

　

山
本
芳
翠
（
明
智
町
出
身
）
は
、
日

本
洋
画
の
先
駆
者
の
一
人
に
数
え
ら
れ

る
著
名
な
画
家
で
す
。
洋
画
界
で
は
最

も
早
い
時
期
に
フ
ラ
ン
ス
に
滞
在
し
、

洋
画
（
油
彩
）
や
舞
台
装
飾
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

　

開
館
５
周
年
記
念
と
し
て
中
山
道
広

重
美
術
館
が
開
催
す
る
企
画
展
「
山
本

芳
翠
―
郷
土
が
生
ん
だ
偉
大
な
画
人

―
」（
最
終
㌻
参
照
）
で
は
、
主
に
代
表

作
「
浦
島
図
」、「
裸
婦
」
な
ど
、
岐
阜

県
美
術
館
が
収
蔵
、
受
託
す
る
作
品
を

紹
介
す
る
と
と
も
に
、
恵
那
市
が
所
蔵

し
、�
日
本
大
正
村
が
保
管
す
る
作
品

も
紹
介
し
ま
す
。

　

郷
土
ゆ
か
り
の
作
家
を
取
り
上
げ
る

展
覧
会
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
芳
翠
の

功
績
と
そ
の
作
品
に
関
心
を
寄
せ
、
誇

り
を
持
っ
て
語
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と

を
願
い
、
山
本
芳
翠
顕
彰
会
と
共
同
で

企
画
し
た
も
の
で
す
。

　

中
山
道
広
重
美
術
館
開
館
５
周
年
の

記
念
と
併
せ
、
こ
の
展
覧
会
の
期
間
中
、

本
紙
刷
り
込
み
の
観
覧
無
料
券
を
ご
持

参
の
市
民
は
、
無
料
で
観
覧
い
た
だ
く

こ
と
に
し
ま
し
た
。

□
問
い
合
わ
せ　

中
山
道
広
重
美
術
館

�
２
０
―
０
５
２
２
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ま　
　
 
も　

と　
　
  
ほ　

う　
　
 
す　

い

①南画＝日本の文人画で中国の南宋画に由来するもので、当時の主流。②五姓田芳柳＝芳翠の最初の洋風画の師。歌川国芳に師事し、後に
独自な洋風画法を開拓し横浜絵として外国人に人気を得た。③山県有朋＝明治大正期の軍人 ､政治家 ｡④ジャン・レオン・ジェローム＝フ
ランスの画家、彫刻家。⑤岸田吟香＝本名、銀次。明治期の事業家、ジャーナリストで芳翠の渡仏に尽力。

中山道広重美術館 市民無料観覧券
企画展「山本芳翠～郷土が生んだ偉大な画人」・併催展
　この券に必要事項を記入し受付にお示しください。市民は期間中
　無料で観覧できます。

有効期間　平成１９年１月２日～３月１１日
記入事項　お住まいはどちらですか（○をつけてください）
 大井町・長島町・東野・三郷町・武並町・笠置町・中野方町・

 飯地町・岩村町・山岡町・明智町・串原・上矢作町

切り離して使用ください。この券は、美術館受付にも用意しています。
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山
本
芳
翠
顕
彰
会
の
活
動

　

三
菱
重
工
業
長
崎
造
船
所
の
占
勝
閣

は
、
皇
族
が
宿
泊
さ
れ
る
立
派
な
建
物
で

す
が
、
各
部
屋
に
芳
翠
の
絵
「
十
二
支
」

が
飾
っ
て
あ
り
ま
す
。
日
本
で
最
初
に
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
を
メ
ニ
ュ
ー
に
載
せ
た
こ
と

で
有
名
な
東
京
上
野
の
精
養
軒
に
は
、
芳

翠
の
大
作
「
秋
の
奥
日
光
」
が
あ
り
、
訪

れ
る
人
々
が
一
様
に
感
嘆
の
眼
で
鑑
賞
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
宮
内
庁
・
東
京
芸
術

大
学
、
岐
阜
県
美
術
館
・
国
や
各
県
の
美

術
館
博
物
館
な
ど
に
は
、
芳
翠
の
代
表
的

な
作
品
が
多
く
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

山
本
芳
翠
顕
彰
会
は
、
こ
れ
ま
で
こ
れ

ら
の
作
品
を
鑑
賞
す
る
機
会
を
設
け
、
会

員
の
親
睦
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
岐

阜
県
美
術
館
の
企
画
展
に
参
加
し
た
り
、

赤
穂
義
士
で
知
ら
れ
る
泉
岳
寺
に
あ
る
芳

翠
の
墓
所
を
詣
で
た
り
し
て
、
活
動
の
幅

を
広
げ
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
こ

の
会
を
発
展
さ
せ
、
将
来
は
、
芳
翠
記
念

館
や
資
料
館
を
つ
く
る
と
い
う
大
き
な
夢

を
抱
い
て
い
ま
す
。

　

皆
様
の
顕
彰
会
へ
の
ご
入
会
を
心
か
ら

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ　

山
本
芳
翠
顕
彰
会
事
務

局（
日
本
大
正
村
役
場
内
）　

成
瀬　
�
５

４
―
３
９
４
４

　

パ
リ
で
の　

年
間
、
洋
画
の
技
術
を
学

１０

び
な
が
ら
、
日
本
政
府
の
要
請
で
劇
場
の

背
景
画
や
壁
画
を
学
び
、
詩
集
「 
蜻
蛉 

せ
い
れ
い 

集 
」

し
ゅ
う

の
挿
絵
を
担
当
し
、
約　

点
と
い
わ
れ
る

３００

個
展
を
開
く
な
ど
、
フ
ラ
ン
ス
美
術
界
で

も
存
在
を
認
め
ら
れ
る
画
家
に
な
る
と
と

も
に
、
日
本
に
お
け
る
洋
画
教
育
の
資
料

と
す
る
た
め
、
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
で
名
画

の
模
写
に
も
励
み
ま
し
た
。

　

ま
た
芳
翠
と
そ
の
家
は
、
パ
リ
を
訪
れ

る
日
本
人
に
大
変
人
気
が
あ
り
、
政
界
、

財
界
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
な
ど
が
芳
翠
の

作
る
日
本
料
理
、
日
本
酒
風
に
ブ
レ
ン
ド

し
た
洋
酒
、
彼
の
巧
み
な
話
術
な
ど
で
楽

し
み
、
異
国
生
活
の
疲
れ
を
癒
す
憩
い
の

場
所
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

【
人
材
の
発
掘
と
育
成
に
尽
力
】

　

芳
翠
は
、
農
学
の
た
め
留
学
し
て
い
た

「 
合  
田 
清
」
を
木
版
画
家
に
転
進
さ
せ
、
帰

ご
う 
だ

国
後
も
彼
と
と
も
に
報
道
画
、
小
学
読
本

の
挿
絵
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
ま
た
法
律

研
究
の
た
め
渡
仏
し
た 
黒 
田
清
輝
に
も
画

⑥

家
へ
の
転
進
を
勧
め
、
帰
国
後
、
反
対
す

る
黒
田
家
の
許
し
を
取
り
付
け
、
ラ
フ
ァ

エ
ル
・
コ
ラ
ン
に
学
ば
せ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

明
治　

（
１
８
８
６
）
年
、
帰
国
を
前

１９

に
フ
ラ
ン
ス
で
制
作
し
た
作
品
数
十
点

を
、
新
造
の
日
本
海
軍
巡
洋
艦
「 
畝  
傍 
」

う
ね 
び

に
乗
せ
日
本
へ
送
り
ま
し
た
が
、
艦
が
行

方
不
明
と
な
り
、
フ
ラ
ン
ス
滞
在
中
の
作

品
は
、
一
部
を
残
し
て
消
失
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

明
治　

（
１
８
８
７
）
年
に
帰
国
し
た

２０

芳
翠
は
制
作
、
画
塾 
生 
巧
館
の
設
立
、
明

⑦

治
美
術
会
、
白
馬
会
の
結
成
、 
報 
道
画
家

⑧

と
し
て
の
活
動
、
芸
術
的
な
舞
台
背
景
画

制
作
な
ど
に
新
し
い
試
み
を
取
り
入
れ
、

画
家
の
渡
欧
資
金
調
達
手
段
と
し
て
「
仏

家
博
物
館
構
想
」
の
た
め
に
奔
走
し
、
常

に
洋
画
界
の
未
来
を
展
望
し
た
活
動
を
し

ま
し
た
。

　

日
本
洋
画
の
発
展
に
情
熱
を
燃
や
し
続

け
、
か
か
わ
っ
た
多
く
の
人
か
ら
親
し
ま

れ
、
信
頼
さ
れ
た
芳
翠
は
、
明
治　

（
１

３９

９
０
６
）
年
、
自
宅
で
泉
岳
寺
か
ら
依
頼

の
「
楊
柳
観
音
図
」
を
制
作
中
、
脳
内
出

血
に
よ
り
倒
れ
、　

歳
で
他
界
し
ま
し

５６

た
。
昨
年
が
没
後　

年
に
あ
た
り
ま
す
。

１００

　
　
　
　
　
　
　
 
（
山
本
芳
翠
顕
彰
会
）

▲「裸婦」１８８０（明治１３）年ころ油彩・額装（岐阜県美
術館所蔵）　日本人が描いた最初の油彩画「裸婦」

▼「灯を持つ乙女」１８９２（明治２５）年ころ（岐阜県
美術館寄託）　明智町の生家に贈られた作品

⑥黒田清輝＝１８８６年、芳翠、藤雅三の勧めで画家を志す。明快な色調から紫派と呼ばれた。⑦生巧館＝フランス風洋画塾。
芳翠の画学校と合田清の版画部からなり、後に黒田により「天真道場」として引き継がれた。⑧報道画家＝新聞社の依頼で
会津磐梯山大爆発を合田と組み版画で報道したほか、従軍画家として日清、日露戦争戦役を描いた。


